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性 を論 じた本書は現在の企業教育 に一石を
投ずる内容である。更に冒頭の部分で著者
は変革の時代 を迎 えた現在における企業教






本書の構成は,第 一・章 『企業 と人材育成』
では,従 来型の日本企業経営 と人材教育の
かかわり方,教 育の意義を説明 して,経 営
戦略 と人材教育のあ り方を論 じている。経




てい る。講 師 には必 ず しも社 内の人材 のみ
な らず,大 学研 究所 な どか ら外部 の講師 を
招聰 して社員 の専門性の レベル を向上す る
必要性 も説 かれてい る。次 に昭和 二十年代
か ら現在 に至 るまでの経営環境 の変化 によ
る人材 育成 の変遷 を考察 して,過 去のみ な
らず先 を読 ん だ人材育成 の必 要性 を強調 さ
れている。又教育担 当ス タ ッフのあ り方 を
論 じ,や は り全社的見地 に立 っての認識 の
大切 さを必 要で ある と してい る。第一章 の
最後 では,経 営組織 人材 開発 に関す る理論
を時系 列的 に解説 してい る。特 に筆者 も人
間行 動科 学 にお け る コ ン ピテ ンシ ー理論
(グ ローバル コ ン ピテ ンシー)の 研究 をす
る立場 と して,マ ズ ローの欲 求階層 理論,
マ グ レガーのXY理 論,リ カー トの動機付
け理論,ハ ズバ ー グの衛 生要因理論等 の人
間行動 理論 か ら,バ ーナー ドの組織理論 な
どの古 典理論 か ら最近 の経 営理論 に至 る ま
で,企 業人材教育 の中 にこの よ うな経営 学
理論教 育 を取 り入 れる必 要性 を強 く感 じて
いる。 しか しなが ら現状 はこの ような教 育
を取 り入れ ている企業 は極 め て少 ない。著
者 もその必 要性 か ら,こ の点 を論 じている
と推 察で きる。
第二章 『人材育成 との体 系 と組織 』 では
まず人材育成方法 の時代 による変化 を論 じ
て,企 業が求 める能 力 と して,課 題設定 能
力,職 務遂行能力,対 人能力,問 題解 決能
力 を上げ ている。 更 にこれ らの能力 を習得





の必要性 を強調 してお り,筆 者 も全 く同感
である。従来型の 日本企業の人材教育の特
徴は学校教育 と同様に,知 識技能偏重型の













発 のパ ター ンを類型化 してい る。即 ち,
OJT教 育,集 合教育,自 己啓発教育であ
る。著者は第三章で 『OJT教 育の進め方』
を概説 している。
即 ち,OJTは 上司が部下の職務 に必要
な能力の向上,改 善を目的 として,仕 事を
通 じて行 う,計 画的,合 目的的,継 続的か





教育,専 門別,部 門別教育,重 点施策対応






















ン ドを醸成 し,部 下はMYと い う意識 を
















所感 としては,人 材育成の進め方 を企業
の経営的側面,事 業部門的側面,人 事教育
部門的側面,従 業員的側面からのみならず,
学問的,時 代的側面か ら極めて包括的 に,




知見 に裏づけ された内容 の濃い書籍であ
る。
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